
 
 

 

JARAが運用説明会 

「融合」を最重点テー

マに 
自動車リサイクル部品流通ネットワー

ク運営会社のSPNとエコラインが4月1日

に合併して発足したJARA（北島宗尚社

長、東京都中央区）は19日、東京都内の

鉄鋼会館にSPN・エコライン両グループ

の会員・加盟店を招き、新会社の運用説

明会を開催した。新体制では当面、両事

業者グループは従来通り存続し、流通シ

ステムも異なる方式を継続するものの、

「融合」をテーマに組織を構成、合併効

果の早期実現を目指す。 

 挨拶に立った北島社長は「今年の1月

に合併を発表したが、昨年の秋から進め

てきて短期間でこの場を迎えられたのを

喜ばしく思っている。これもひとえに皆

様のお力添えのおかげと感謝している」

と述べた。 

 新会社の組織体制は社長の直属部門で

ある「事業・運営グループ」の傘下に

「第 1営業」「第 2営業」「運用管理」

「システム開発」「システム販売」の5

グループを設置したほか、社長直轄部門

として「総務・経理・法務グループ」を

置いた。 

 第 1営業グル―プ（紺野真グループ

長）は、研修事業、車両入庫誘導事業、

素材販売事業、RECO事業、第2営業グ

ループ（藤塚哲グループ長）はリビルト

販売、RDS（リパーツダイレクトシステ

ム）対応、沖縄事業、広報、運用管理グ

ル―プ（服部大輔グループ長）は会員・

加盟店の営業サポート、BESTリサイク

ラーズアライアンス事務局―をそれぞれ

担当する。運用管理グループは旧SPN、

旧エコライン両グループの営業対応を行

う。 

 当面の運営では、両事業者グループを

残し、利用システムも旧SPN会員はスー

パーラインシステム、旧エコライン加盟

店はATRSと異なる方式を維持する。問

い合わせ窓口も旧SPN会員は東

京本社、旧エコライン加盟店は

名古屋支社とし、合併による摩

擦や混乱を極力回避する方針

だ。 

 新体制の地区ブロックは「北

海道・東北」「関東」「中部・

関西」「中国・四国・九州」―

の4ブロック体制とし、それぞ

れ45拠点、56拠点、36拠点、45

拠点で構成する。 

（日刊自動車新聞 14.4.24） 
 

 



  日本損害保険協会（損保協、二宮雅也会

長）は、リサイクル部品に関するアンケー

トを実施した。リサイクル部品の利用実態

の把握と活用促進が目的。リサイクル部品

使用者の8割近くが保険を使わない“自費修

理”を選択したほか、約6割のユーザーが修

理業者からの案内をきっかけにリサイクル

部品を使用していた。リサイクル部品を将

来的に使用したいと考えているユーザーも

多いため、今後もさらにリサイクル部品の

ニーズが高まっていくと見られる。 

 この調査は昨年10月1日から11月30日の

期間に、一般ユーザーを対象に実施。イン

ターネットとハガキで1万477人から回答を

得た。リサイクル部品活用推進キャンペー

ンでのアンケートは、今回で3回目とな

る。 

 

環境に優しく・修理費が安いから 

 リサイクル部品に対する印象は「環境に

優しい」が 62.4%、「修理費が安い」が

21.1%で、約82%の人がリサイクル部品に

対して肯定的な印象を持っていることが分

かった。一方で、リサイクル部品を使用し

たことがある人は20%程度にとどまってい

る。 

 リサイクル部品を使用したきっかけは

「修理業者の案内」が58.5%で最も高く、

昨年よりも5％以上増加した。「自分の意

思」は 23.4%で、「家族・友人からの勧

め」は8.8%となった。 

 

「5年以上～9年未満」の車が最多 

 修理した車の登録年数は「5年以上～9年

未満」が44.1%で最も多く、「3年以上～5

年未満」が 24.7%、「9年以上」が 19.4%

で、登録年数9年以上の車は2割弱にとど

まった。 

 

「外装・内装部品」が3分の2 

 修理で使用したリサイクル部品で最も多

かったのは「外装・内装部品（バンパー・

ドアなど）」で66.3%。「電装部品（カー

エアコン・バッテリーなど）」は 23.1%

で、「エンジン部品」は14.9%だった。使

用した感想は「満足」と答えた人が97.1%

となり、非常に高い満足度となった。 

 リサイクル部品を使用した感想で「満

足」と回答した人の理由は「価格（修理

費）」の割合が最も高く、回答者の約87%

となった。「不満」の理由では「品質・安

全性」が最も多く、「不満」とした人のう

ち、6割近くが理由としている。 

 車を修理した際に「自動車保険を使用し

なかった」と回答したのは78.0%で、リサ

イクル部品は自費修理による修理が多いと

いう結果になった。 

 

機会があれば「利用する」9割超す 

 リサイクル部品を使用したことがない理

由としては「リサイクル部品の存在を知ら

なかった」が29.3%、「修理業者や保険会

社から案内されなかった」が16.5%を占め

る一方、リサイクル部品に不安・不満が

あった」が3.4%にとどまることから、リサ

イクル部品の潜在需要は大きいと思われ

る。 

 また、回答者全員に「今後、リサイクル

部品を使用するか」を聞いたところ、「条

件により利用する」を合せて約92％が「利

用する」と回答している。 

（保険毎日新聞 14.4.2） 

 

 NPO法人全日本自動車

リサイクル事業連合 協

賛・後援イベントにつ

いて(2) 
2014NEW環境展（N-EXPO 2014 TO-

KYO）へ協賛 

テ ー マ： 環境ビジネスの展開 

目  的：企業の社会的責任が問われる時

代に入り、環境との共生を無視しては企業

の存続すら危ぶまれる時代になりました。

また持続可能な循環型社会の構築に向け環

境汚染問題や地球温暖化問題の解決は避け

て通れない課題です。 

 そうした中、各種課題に対応する様々な

環境技術・サービスを一堂に展示情報発信

することにより環境保全への啓発を行い、

国民生活の安定と環境関連産業の発展を目

的とします。 

会  期：2014年5月27日（火）～30日

（金） 4日間 

開催時間：午前10時～午後5時 ※最終日

のみ午後4時まで 

会  場：東京ビッグサイト東展示場、屋

外会場 東京都江東区有明3丁目10番地1号 

入 場 料：1,000円（税込） 

 
フィジー共和国ビジネスセミナー&交流

パーティーの後援  

概  要：NPO法人全日本自動車リサイク

ル事業連合 副理事長の守屋隆之氏が名誉

総領事を務めるフィジー共和国（太平洋島

嶼国における中心的な役割を担う人口約84

万人の島国）のビジネスセミナー&交流

パーティーが開催されます。 

 本セミナーでは、フィジー共和国駐日全

権大使、イシケリ・マタイトガ閣下からの

ご挨拶と、貿易・投資や観光事業に関する

講演を行います。世界一流のリゾートとし

ても名高いフィジーにおける、海外投資家

向けのインセンティブのご紹介など、ご参

考にしていただける内容が盛り込まれてお

ります。 

 また、セミナー終了後には、具体的なビ

ジネスの交流の場として、交流パーティー

も予定。 

開 催 日： 2014年5月15日（木）17：00

～20：30 

会  場： ホテルメトロポリタン山形 

山形市香澄町1丁目1番1号 

問合せ先： 事務局たびのレシピ（川畑）

TEL：022-304-5565 

使用者の8割近く“ 自費修理”選択損保協会がリサイクル部品アンケート 





 


